










































































あはれまた今日も暮れぬとながめする雲のはたて 風ぞ吹く（御室五十首 ・五二〇・定家）いつしかと物のあはれを誘ひ来て心に宿す秋 初風（正治初度百首・秋・一三九・惟明親王）秋になる風のけしきのかはるより心浮き立つ空の村雲（為家集・秋・秋風建長 年七月 五四六
〔類歌〕
　








で天空にの意が掛かる。 「浮き」は「雲」の縁で雲が浮かぶ意が掛かり、 「立つ」は「初風」の縁で風が吹き起こる意が掛かる。この句の先行例は、宗尊の命令で撰されたらしい『東撰六帖』 （抜粋本）の「池水の氷残さぬ蘆間より空に浮き立つすが 村鳥」 （冬・水鳥・四一八・親行）だ 、これは「鳥」が空に飛び上がる様を言う。 「心」について言うのは該歌が早い。
〔補説〕
　「秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞ驚かれぬる」 （古今集・秋上・一六九・敏行）を初めとす
































































































































































































































































































今しはや鳥も鳴くなり東路のこてのよびさか誰か越ゆらん（宝治百首・雑・暁鶏・三二二一・真観）秋萩の花咲きにけり高砂の尾上 鹿は今や鳴くらむ（古今集・秋上・二一七・敏行）いとはやも咲きにほふらしを山田のかりほ 宿の秋萩の花（万代集・秋上・八三二 実経。続古今集・秋
上・三二五）














（夏）で「今しはや空曇りあひてふる里のあしも休めぬ五月来ぬらし」 （柳葉集・六九一）とも詠む。勅撰集では京極派の『玉葉集』の「今しはや花咲きぬらし初瀬山朝ゐる雲の峰にかをれる」 （春上・一三五・実兼）と『風雅集』の「今しはや待たるる月ぞにほふらし群雲白き山の端の空」 （秋中・五八四・良基）のみ。南朝の『新葉集』にも「禊ぎする八十島かけて今しはや波をさまれる時は見えけり」 （賀・一四二三・後村上院）があって、他にも南朝歌人に作例が散見する。○さ牡鹿の朝臥す―鹿が寝ていて鳴いていないことを言う。
〔補説〕
　










































































































































































野と夏もなりゆく深草の里は鶉の鳴かぬばかりぞ」も、 「年を経て住みこし里を出でていなばいとど深草野とやなりなむ」 「野とならば鶉となりて鳴きをらむかりにだにやは君か来ざらむ」 （伊勢物語・百二十三段・二〇六・男、二〇七・女。古今集・雑下・九七一・業平、九七二・読人不知・三句「鶉と鳴きて年は経む」 ）に基づく俊成の「夕されば野辺の秋風身にしみて鶉鳴くなり深草の里」 （千載集・秋上・二五九）の歌を踏まえていよう。ここも、その山城国の歌枕「深草の里」が想起される。○秋風―「荒れ し里」 人こそ見えね」 「待つ（松） 」の縁で「秋」に「飽き」が掛かる。○松虫―「荒れにし里」 「飽 （秋） 」 「人こそ見えね」の縁で「松」に「待つ」が掛かる。
〔補説〕
　






































































































































































































































































































すべきよし仰せ下さるる時、僅かに八ケ日の間、六帖一部の題五百廿余首を奉る事、寂恵がほか公朝法印、円勇一両人に過ぎず」 （寂恵法師文）と伝えるように、鎌倉で六帖題歌会を催し、また後藤基政に『東撰六帖』を撰ばせたと思しい宗尊の、六帖題歌に対する関心の高さを示すと見てよく、それは大量の定数歌を立て続けに詠じて和歌に習熟し和歌 耽溺しようとする姿勢の顕れな であろう。ちなみに、この「弘長文永のはじめ」の「九月十三夜」の「六帖題」歌会（寂恵法師文）の催行時期については、次のよう 推定される。参加者公朝の出詠歌に、「六帖題、さは／今年はや四十も過ぎぬ蒲を切る沢辺の水に袖濡らしつつ」 （夫木抄・雑八・沢・一二三九四）がある。この「今年はや四十も過ぎぬ」につけば、嘉禄二年（一二二六）生まれの公朝の四十歳は、文永二年（一二六五）なので、早くとも同年かその翌年の詠作かということになる。また、同じく公朝の出詠歌「六帖題、庭／秋の野に庭をば造れ今もか 布留の滝見る君もこそ来れ」 （夫木抄・雑八・滝・ふる 滝、大和・一二三七二）は、 『新撰六帖』 宿しめてかひこそなけれ苔の上の庭造りせぬ山の岩かど」 （第二・には・八一九・信実）に学
『中書王御詠』注釈稿（三）
一三五



































稲妻の光にのみや慰めむ田中 里の夕闇の空（六百番歌合・秋・稲妻・三二七・顕昭）山の端に残れる雲の絶え間より鳥羽田 面に通ふ稲妻（六百番歌合 秋・稲妻・三三〇・慈円）山里の門田 通ふ稲妻にしばし慰む夕闇の空（正治初度百首・秋・六四八・慈円）頼みつる月 しるべは程更けて夕闇暗き山陰 道 新撰六帖・第一・ゆふやみ 三三二 為家）この里は雲間も見えぬ夕立に日影いざよふ遠 山 端 宝 百首 夏 夕立・一一三〇・実雄）
〔類歌〕
　


















































































（後拾遺集・秋上・三三三）や、その「良暹法師の許に遣しける」と詞書する「思ひやる心さへこそ寂しけれ大原山の秋の夕暮」 （同・雑三・一〇三八・国房） 、あるいは「いかばかり寂しかるらん木枯らしの吹きにし宿の秋の夕暮」 （同・哀傷・五五四 顕房室隆子）の『後拾遺集』の三首と、寂蓮の「寂しさはその色としもなかりけり槙立つ山の秋の夕暮」 （新古今集 秋上 三六一）に代表されて、通念 なっていよう。中で、第三句に「寂しきは」 、第五句に「 を置く形は、参考の順徳院詠が早い例となる。その後、所謂宇都宮歌壇の『新和歌集』に「み山辺や住みならひても寂しきは桐の葉落つる秋の夕暮」 （雑上・山家秋・七九七・源宗景）と「憂き世にてながめしよりも寂しきは草の庵の秋の夕暮」 （同・宇都宮神宮寺二十首歌・七九九・浄忍）の両首が見え 。宗尊自身も該歌より先に「色か る野辺よりもなほ寂しきは朽ち木の杣 秋の夕暮」 （宗尊親王三百首・秋・一二二 瓊玉集・秋上・一九七）と詠じている。後代では、 「松 葉のかはらぬ色も寂しきは尾上時雨るる秋 夕暮」 （光吉集・
『中書王御詠』注釈稿（三）
一三九


























入りぬとて人の急ぎし月影は出でて 後 久しくぞ見し（後拾遺 一 八五九・赤染衛門）秋の夜の木の下照らす月影に小倉の山も名のみなりけり（久安百首・秋 一 七・公能）
〔類歌〕
　
更けぬるか渡瀬 波の音澄みて に急がぬ夜半 舟人（和漢兼作集・秋中・渡月・ 〇二・法印良清）
〔語釈〕
　
○名のみをぐら 山―「名のみ小暗（し） 」から「をぐら」を掛詞に山城国の歌枕「小倉の山」へ鎖る。 「小











































































































































































































突き出た所が「清見が崎」で、北東に海越しに富士山、南側の対岸に半島状に突き出た「三保が崎」を望む。 「浪の上はすべて清見が関なればかかる物なき月を見るかな」 （弘長百首 雑・関・六〇四・基家）を参照すれば 該歌も、 「月」 「見る」の縁で「清見」に「清」 （清く） 「見」が響くか。○夜舟―夜間に航行する舟。万葉語。 「我のみや夜舟は漕ぐと思へれば沖への方に楫の音すなり」 （万葉集・巻十五・三六二四・作者未詳） 。勅撰集では「湊川
一四六



































神無月風に紅葉の散る時はそこはかとなく物ぞ悲しき（新古今集・冬・五五二・高光）月見れば憂き世の中につくづくと思ひも知らず澄む心かな 堀河百首 秋 月・七九〇・源顕仲）残りなく我がよ更けぬと思ふにも傾く月に澄む心かな（千載集・雑上・九九九 待賢門院堀河。久安百首・
秋・一〇四九）

































































































































































見てもなほ心尽くし 空なれや木の間の外の秋の 月（洞院摂政家百首・秋・月 六九二 少将）
〔類歌〕
　


























































































しみに流す涙によって、月光の様子が変わってしまって見える、ということ。先行する類例では、 「ことわりの秋にはあへぬ涙かな月の桂も変はる光に」 （新古今集・秋上・三九一・俊成女）が早く、土御門院に「雲ゐより宿なれ し秋の月い に変はれる涙とか知る」 （続古今集・雑下・一七三六） 、順徳院にも「月もなほ見し面影は変はりけり泣きふるしてし袖の涙に」 （順徳院百首・恋・八四）がある。また 『洞院摂政家百首』に 「待ち出でしな
一五四























































































































夜な夜なは明くるを際に待ち尽くす限りはいつも暁の鐘（伏見院御集・暁恋・二〇三六）分きて ど夜しもまさる愁へにて明 るを際に虫の鳴くらん 風雅集・秋中・五五九・章義門院）
〔語釈〕
　
○明くるを際に―夜 けを境目とし それまで、と うこと。先行類句は、 「灯火の尽くるを際とながめつ













































































































































































































































































































冬近からし今朝見れば外面の梢色染めぬなり」 （秋朝・一〇） 、あるいは『宗良親王千首』の「いとどなほ外面の梢茂りあひて煙に暮るる里のかやり火」 （夏・蚊遣火・二八五）や『師兼千首』の「山里の外面の梢陰茂み心涼しき滝の音かな」 （雑・山家夏・八三二）が見える程度。これらに、宗尊からの影響の可能性を見ておく必要があろう。「外面」は、家の背後あるいは北側を言うが、家の外側一般をも言う。○門田―家の門前にある田。あるいは家の近くの田。
〔補説〕
　「鷺」が、 「白鷺の松の梢に群れゐると見ゆるは雪の積もるなりけり」 （為忠家初度百首・冬・松上雪・




































































































































































































































































































































































いつしかと袖に時雨のそそくかな思ひは冬の初めならねど（千載集・恋一・六九二 賀茂重延）いつしかと今日や葉守の神無月まばらになりぬ柏木の杜（正治後度百首 紅葉 三九 長明）人知れぬ涙は今日ぞ初時雨いつしか袖の色 出でにける（和歌所影供歌合
建仁元年八月
・初恋・一七九・秀能）
いつしかと時雨にしるし神無月今朝こそ冬 初め けれ（秋夢集・一四）侘び人や神無月とはなりにけむ涙のごとく降る時雨かな（新勅撰集・冬 三六四・元方）月のうちの桂の枝を思ふとや涙 時雨降る心地す （新勅撰集・恋五・九五二・光孝天皇）
〔類歌〕
　
冬来ぬと言はぬを知るも我が袖 にまがふ時雨なりけり（続古今集・冬 五四六 宗尊）
〔語釈〕
　






















































































今はとてわが身時雨にふりぬれば事のはさへにうつろひにけり（古今集・恋五 七八二・小町）晴れ曇り時雨は定めなきものをふり てぬるは我が身なりけり（新古今集・冬・ 八六・道因）風吹けば空にただよふ雲より うきて乱るる我が心かな（新勅撰集・恋四 ・ 八九一・二条太皇太后宮大弐）
〔語釈〕
　







































































































う。○小菅のを笠―「小」も「を」も接頭語。 「真野の浦」から続いて、真野の浦に生える菅で編んだ笠の意となる。○とりもあへず―前句の「小菅のを笠」までが有意の序として働き、 「 （笠を）取りも敢へず」 （取って被ることもできずに）を起こし、 取り 敢へず」 （副詞「取り敢へず に強意の も」が挟まった形。あっという間にの意）が掛かる。○時雨れて渡る―本歌の『後拾遺集』歌の詞を取る。時雨が降り過ぎて行く意に、人が時雨の降る中で渡る意が掛かり、 「淀 継橋」に続く。○淀の継橋―水 淀みに架けられた継ぎ継ぎの橋を言うが ここは「真野の浦」とあるので、近江国のそれと認識したか。 『八雲御抄』 （巻五・名所部）は山城国とする。 『夫木抄』（雑三・橋）に「よどのつぎはし、山城或近江」とするのは、 『八雲御抄』等を踏襲しつつ、右記の「真野の浦の淀の継橋」の歌を引くので、それ も基づいていよう。
〔補説〕
　
三首の古歌を本歌に取ると解した。なお、 『後拾遺集』初出歌人永胤 歌を本歌と見 ことについては、 『瓊

















































































































































































































































































































































































天の河夜 る月も氷るらん霜に霜置く鵲の橋（拾遺愚草員外・四季題百首 四季月 五一四）月影の白きを見れば鵲の渡せる橋 ぞ置きにける（金槐集定家所伝本・秋・月影霜に似たりといふことを
よめる・二九〇）
鵲の峰飛びこえて鳴き行け 夏 夜渡 月ぞ隠るる（後撰集・夏・二〇七・読人不知）鵲の門渡る橋も白妙の初霜急ぐ秋の月影（弘長百首・秋・月・二九五 家良。続拾遺集・秋下・三二一）月影の重ねて白く見ゆるかな更け行くままに や置くらん（玄玉集・天地下・三〇〇・公重）
〔語釈〕
　






















































































































浮き沈み何かは分きて嘆 べき世の理に身をば任せて（弘長百首・雑・述懐・六五六・家良）心からうきたる鳥の浮 沈み蘆分け舟 さ るのみかは（仙洞句題五十首 恋 寄舟恋・二八五 俊成女）
〔語釈〕
　














































































































































































































































































































































きものは―意外に先行例は少なく、参考の『後撰集』歌の他には、 『万代集』の「世の中に寂しきものは霜枯れの冬の薄と我となりけり」 （雑一・兼経）が目に入る程度。○寝覚めにかかる松の雪折れ―「かかる」を掛詞に「寝覚めに掛かる」 （夜の目覚めに音が降りかかる意）から「斯かる松の雪折れ」 （このような松の雪折れよの意）へ鎖る。先行する類例は「忍び住む心も堪へず山陰や軒端にかかる松の雪折れ」 （民部卿家歌合
建久六年
・深雪・










































































































































































































































































よそながらかけてぞ思ふ玉蔓葛城山の峰の白雲（続後撰集・恋二 ・ 七七二 良経。千五百番歌合・恋一・
二三七二。秋風集・恋上・六八五）

































































































































































































































































































































○よひのま―宵の間。 『古今六帖』第五の「 」 （新撰六帖にも） 。○人言―「ひとごと」 。他人の言














































































































































































































































































































































































































































































・一〇一五、 三句「憂きにこそ」 。続拾遺集・恋三・九二九、 三句同上）












































「かかるためし、世にありけんや」 、とのたまへば、 〔 （大君は）心からに、憂くぞ聞き給ふ。 〕 （補入本文）
かたがたに暮らす心を思ひやれ人やりならぬ道にまどはば（大君）
















○後朝―『古今六帖』 （第五・雑思）の「あした」に当たる。これは、 『新撰六帖』では、 「のちのあした」





































































































































































































































































































































○曙―恋人との別れの時としては、 「有明のつれなく見えし別れより暁ばかり憂き物は し」 （ 集 恋










































○花薄―「初穂」を起こし、 「うら枯るる」とも縁語。女性を暗喩か。○初穂の枕―「新枕」 （男女が初めて共寝すること）の比喩か。新奇な詞。後出に「いつか今日結び置きけん花薄初穂の枕露かかれとは」 （題林愚抄・恋二・逢恋・永徳御百首・六七三九・為重）の例があ 。○うら枯るる―「うら」は「末」で、草木の葉先や枝先が枯れ
二三六



























そのままの鏡の影も頼まれず変はる心の程を見せねば（為家集・ 〔寛元四年日吉社三首 合〕 ・寄鏡忘恋・
一〇八四）














































住の江の岸に寄る波夜さへや夢の通ひ路人目よくらむ（古今集・恋二・五五九・敏行）辛きをも憂きをも夢になし果てて逢ふ夜ばかりを現と がな（新勅撰集・恋 ・ 七七・顕昭）
〔類歌〕
　



























（恋しい人に、この二人の仲は）夢なのだよ、早く忘れきってしまえと言ったならば、 （今頃）あの人はさあどうしたものだろうと、思いがけず訪れて、その夢から覚めさせるように私をはっとさせてくれるのだろうか。 （そうは言わなかったので訪れもしない） 。
〔参考〕
　







































































































参考の真観詠と該歌との先後 厳密には不明。参考 後二首 、 「有明のつれなく見えし別れより暁ばかり































白雲の立ち隠せども疎からぬ妹背の山は てざりけ （高遠集・一〇七）もろともに通ふ心や隔つらん妹背の山 中の浮雲（道助法親王家五十首 恋・寄雲恋・八五五・光経。光経
集・三四四）





と『白河殿七百首』に出題されている。 『新古今集』以降、 『玉葉集』を除く各勅撰集に見える。○立たば立て―「五月雨に恋すといふ名は立たば立て君にあふちの花し咲きなば」 （古今六帖・第六・あふち・四二九二・作者不記）以来の措辞。宗尊により身近な例としては、 影供歌合
建長三年九月
』の「富士の嶺のけたぬ煙も立たば立て身
の思ひだに人し知らずは」 「藻塩火のよその煙 立たば立て我が下燃えを人に知らすな」 （恋・寄煙忍恋・三四二・
二四四



























































































　『古今集』の「逢坂の」歌の、 「逢坂の関」 「岩（清水） 」 「言はで」を「関」 「磐手」 「言はで」にずらした本





































紅の浅葉の野らの露の上に我が敷く袖ぞ人 咎めそ（続後撰集・恋四 九三〇 家隆かさねても今ひとしほの色ぞ濃き心がはりに濡るる袂は 拾玉集・短冊・逢不逢恋 四三七八）
〔語釈〕
　
○寄野恋―公重の『風情集』 見える 早いか。順徳院の『紫禁 』に見える他、 『白河殿 百首』に出



























































































































































































































































































河殿七百首』に出題された。 「寄船恋」は、覚性の『出観集』に見えるのが早く、鎌倉時代では、 『光明峰寺摂政家百首』に出題された。○稲舟のいな―本歌を承けて、 「稲舟の」が序詞のように働き 「稲（いな） 」の同音の掛詞で「否（いな） 」を起こす。
〔補説〕
　「人は遠ざかり（る） 」の類の措辞は、参考の為家詠が早いが、他にも「いかにせん道行く駒の早くのみ我が






























































































































『万代集』や『秋風集』の他、宇都宮歌壇の『新和歌集』にも見える。 『続古今集』に「五首歌講ぜられける時、寄夢恋」の詞書で「思ひつつ寝る夜も人のつらきかな夢も現の見ゆるなりけり」 （恋三・一一九〇）という、宗尊の弟亀山天皇 一首が収められてい 。宗尊は別に、 「文永元年六月十七日庚申百番自歌合」でこの題を「思ひつつ寝ればや人のとばかりに夜な夜な頼む夢もはかなし」 （柳葉集・巻四・五三二）と詠じている。相互 影響関係が想定さ る。
